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令和６年１１月２２日 

北区立さくらだこども園 
 

 こども園公開は、平日にも関わらず皆様に参加していただきありがとうございました。子どもた

ちは、保護者の方々の前で少し緊張したり、うれしさからはしゃいだりする姿が見られましたが、

日頃の保育の様子や７月の頃に比べて少し成長した子どもたちの姿を見ていただけたことと思い

ます。 

 
秋の自然に触れながら･･･ 
 園庭にはカリンやゆずなど様々な木の実が実ってきました。子どもたちは、木の実探しをしたり、

落ちている木の実を見つけると匂いを嗅いでみたりしています。心地のよい天気の日には、先生や

友達と鬼ごっこをしてたくさん体を動かして遊んだり、かくれんぼをして、見つけたり見つけても

らったりすることを喜んだりする姿も見られます。また、先日の焼き芋では、4・5 歳児が芋を火

に投げ入れる様子や、先生たちが火の世話をする様子を見て、はな組でも焼き芋ごっこをしました。 

焼き芋の様子は掲示板をご覧ください。 

 室内遊びでも、ドングリを使って様々な遊びを楽しんできました。坂道を作ってドングリを転が

し、ドングリの大きさや形から転がり方の違いを楽しんだり、粘土と組み合わせて「ドングリケー

キ」や「ドングリクッキー」を作ったり、ドングリをカップに入れて「ドングリマラカス」を作っ

て音を鳴らすことも楽しみました。今後も、秋の季節ならではの遊びを楽しみ、身近な自然との関

わりを大切にしながら、幼児なりの「なんだろう」という不思議さを感じる体験や「面白いな」と

心動かされる体験ができるようにしていきたいと思います。 
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１ 11がつ 

 うまれ 

どんぐりのマラカス 

どんな音が鳴るかな？ 

～アンケートのご協力ありがとうございました！～  
たくさんのご感想・ご意見をありがとうございます。一部ですがご紹介します。 

皆様のご意見は、今後の園生活や行事に生かしていきます。 

 
・遊びに夢中になっている姿が見られました。楽しそうで安心しました。 

・前回の参観に比べて、やりたいことを自分で見つけて、一生懸命その遊びに取り組んでいる姿がた

くさん見られました。 

・前回の頃と比べて、先生方の話を聞けるようになっていて、成長を感じました。 

・寒い日ではあったが、直射日光が当たる場所は暑かった。熱中症のようにならないか気になった。 

体をたくさん動かすのって 

気持ちいい！ 
どんな風に転がってい

くのかな? 



作った作品の持ち帰りについて 
 好きな遊びの中で作った作品は、ロッカーの引き出しの中にしまっておき、遊びたいと

きに使えるようにしています。そして、金曜日に持ち帰ってよいことになっています。ま

だ遊びたい物は、園に置いておき、繰り返し使って遊べるようにしていますので、週の途

中で持ち帰ろうとするときには「もう少し遊んでからにしよう」と声を掛けていただけた

らと思います。また、みんなで一緒に作った作品は、何週間かに渡って飾ったり、学級で

遊んだりします。子どもたちにも伝えていますが、持ち帰ってよいか分からない場合はお

声掛けください。 

 

 

着替え・着替え袋などについて 

 季節の移り変わりとともに、着替え袋の中身の確認をお願いします。こども園では、基本的に冬で

も半ズボンで過ごします。寒いときには半ズボンの下にハイソックスなどを着用してください。体調

などの理由から長ズボンを履くときには、お子さんが一人で着脱しやすいもののご用意をお願いいた

します。尚、着替え袋の中には気温に合わせて衣服の調節がしやすいように、いろいろな種類の服

（薄地の長袖、トレーナーなどの厚手の長袖、短い靴下、ハイソックス、半ズボンなど）を入れてお

いてください。 

 3歳のうちは、ティッシュは園の物を使いますので、個人でポケットティッシュを持ってくる必要

はありません。 

防寒着について 

 以前配布した防寒着についての手紙にも記載してありますが、基本的に教育時間中の遊びでは上着

は着ません。夕方の遊びで着ることはあります。置き場所は以下のようになります。 

 ・登降園用の防寒着（コートなど）…リュックの下のフックに掛けてください。 

 ・外遊び用の防寒着…外遊び用と表示のあるフックスタンドに掛けてください。 

 ※自分の物、いつ着る上着か分かるように、お子さんに伝えてください。 

 ※どちらもフックに掛けられるように、首の後ろにループ（紐）をつけてください。 

 ※必ず記名をしてください。 

 

 

 

気温が低くなってきたこともあり、鼻水が出ている姿が見られます。子どもたちを見ていると、鼻水

が出ていてもそのままにしている子や、拭くだけで終わりにしてしまっている子もいます。 

 園では、子どもたちが手に取りやすい場所にティッシュを置くことで、自分で取りに行けるように

しています。また鼻のかみ方も指導しているところです。口を閉じることを知らせたり、大人が手を添

えて自分で片方の鼻を押さえられるようにしながら、自分でかめるようにしています。「鼻から息を出

す」ということに難しさを感じている子が多いようです。ゲーム感覚で鼻から息を出すようなこと（例

えば、ティッシュを顔の前で広げて、鼻息でティッシュを揺らしてみよう！など）を親子でしてみるの

もいいですね。ご家庭でも、お子さんが自分でかむ機会をつくり、手を添えてかみ方を知らせ、身に付

けられるようにしていただけたらと思います。 

 

＜正しい鼻のかみ方＞ 

・息を吸ってから口を閉じる。 

・片方の小鼻を指で押さえて鼻の穴をふさぐ。 

・もう一方の鼻の穴からゆっくりと小刻みに空気を押し出すイメージで軽く力を込めて鼻息を出す。 

・左右ともかんだら、鼻水をティッシュで挟むようにして取ります。 

今おさえたい生活習慣 
 

～鼻のかみ方～ 

 


